
第103期  中間期事業のご報告
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで
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株主の皆様へ

代表取締役社長

　平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申しあげます。

　ここに当社第103中間期（当第2四半期連結累計期間:平

成27年4月1日〜平成27年9月30日）の事業の概況と決

算のご報告を申しあげます。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業

収益や雇用環境に改善が見られたことから、緩やかな回復

基調が続きました。一方、海外経済の減速や成長鈍化など

不安材料もあり、先行きについては不透明な状況で推移い

たしました。

　食品業界におきましては、お客様の節約志向に大きな

変化が見られないなか、円安などによる原材料価格上昇

への対応も求められており、依然として厳しい環境が続

きました。

　このような状況のなかで、当社および連結子会社は、企業

理念「真の顧客満足の追求」のもと、お客様の視点に立って、

スパイスとハーブを核とした事業活動を推進してまいりま

した。お客様の声を敏感に捉え、新しい価値を見いだす製

品開発や、きめ細かな営業活動の徹底に努めますとともに、

スパイスとハーブの魅力をお伝えするための情報発信に取

り組んでまいりました。

　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は前年

同期比67億64百万円増の667億35百万円（前年同期

比11.3%増）となりました。利益面におきましては、食

料品事業は、売上高の増加に加え、経費削減や原価低減に

努めたことにより、前年同期実績を上回りましたが、調理

済食品におきまして、工場の新設に伴う初期費用の発生に

加え、生産性においても想定したレベルに至っていない

ことにより、前年同期実績を下回りましたことから、営業

利 益 は 前 年 同 期 比 4 億 8 百 万 円 減 の 1 8 億 7 百 万 円

（同18.4%減）、経常利益は前年同期比1億29百万円減の

20億94百万円（同5.8%減）となりました。なお、固定

資産売却益や補助金収入の発生があったことなどから、

親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比1億99

百万円増の15億19百万円（同15.1%増）となりました。

　株主の皆様におかれましては、今後ともよろしくご支

援、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。

平成27年11月
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事業別概況

連結売上高構成比

16,417
（24.6%）

香辛調味料
15,672

（23.5%）

調理済食品

食料品事業

即　席

売上高　　 78億56百万円
前年同期比　21億20百万円増

58,878（88.2%）

7,856（11.8%）

調理済食品

　新工場の稼働による販売製品の増加とともに、調理麺など
の既存製品も順調に推移いたしました。

11,448
（17.1%）

スパイス
＆ハーブ

インスタント
食品その他
15,340

（23.0%）
（37.0％増） 計 66,735

単位：百万円

売上高　　 588億78百万円

スパイス＆ハーブ 香辛調味料

即席 インスタント食品その他

売上高１14億48百万円 （前年同期比7億84百万円増） 売上高１5６億72百万円 （前年同期比10億7百万円増）

売上高１64億17百万円 （前年同期比22億43百万円増） 売上高１53億40百万円 （前年同期比6億8百万円増）

食料品事業 前年同期比　46億44百万円増（8.6％増）

　製品施策を実施したシーズニ
ングスパイスや、業務用香辛料
製品が、引き続き伸長いたしまし
た。また、カレー粉や洋風スパイ
スも堅調に推移いたしました。

　レトルト製品においては、「Ｓ＆Ｂ
おいしいカレー」や「カレー曜日」
などが伸長いたしました。また、
パスタソースも堅調に推移いた
しました。

　主力ブランドの「ゴールデンカ
レー」が、本年２月発売の「プレミ
アムゴールデンカレー」の寄与
もあり、大幅に伸長いたしました。
また、「とろけるカレー」も順調に
推移いたしました。

　チューブ製品は、お徳用タイ
プをはじめとして順調に推移い
たしました。また、「李錦記」ブラ
ンドや「菜館」シリーズの中華製
品も伸長いたしました。



3

単位：百万円
第2四半期 通期

通期予想

0
第103期第99期 第102期第101期第100期

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

売 　 　 　 上 　 　 　 高

営 　 業 　 利 　 益

経 　 常 　 利 　 益

当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益

純 　 　 　 資 　 　 　 産

総 　 　 　 資 　 　 　 産

127,381
4,178
4,128
1,296
37.31

28,118
97,142

125,415
3,604
3,308
1,726
49.72

30,214
98,578

121,866
4,030
4,126
1,992

289.66
33,548

102,903

123,976
4,421
3,919
2,054

295.86
31,484

100,541

66,735
1,807
2,094
1,519

224.42
36,316

108,240

当第２四半期
平成27年4月 1日から
平成27年9月30日まで

（ 百 万 円 ）

（ 百 万 円 ）

（ 百 万 円 ）

（ 百 万 円 ）

（ 　 円 　 ）

（ 百 万 円 ）

（ 百 万 円 ）

区　　　　　分

（注）平成25年10月1日を効力発生日として普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施いたしました。第101期の1株当たり当期純利益は、第101
期の期首に当該株式併合が行なわれたと仮定して算定しております。

第99期
平成23年4月 1日から
平成24年3月31日まで

第101期
平成25年4月 1日から
平成26年3月31日まで

第100期
平成24年4月 1日から
平成25年3月31日まで

第102期
平成26年4月 1日から
平成27年3月31日まで

単位：百万円
通期
通期予想

0

1,000

4,000

3,000

2,000

5,000

第2四半期

第103期第99期 第102期第101期第100期

0

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000

単位：百万円
通期
通期予想

第2四半期

第103期第99期 第102期第101期第100期
0

1,000

2,000

3,000
単位：百万円

通期
通期予想

第2四半期

第103期第99期 第102期第101期第100期

業績の推移（連結）

▶ 売上高 ▶ 営業利益

▶ 経常利益 ▶ 当期純利益
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財務諸表（連結）

※財務諸表の記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

科　　目 前 連 結 会 計 年 度 当 第 ２ 四 半 期
連 結 会 計 期 間

（平成27年3月31日現在） （平成27年9月30日現在）

[資産の部]

流動資産 57,101 63,254

固定資産 45,802 44,986

　有形固定資産 30,282 29,607

　無形固定資産 511 498

　投資その他の資産 15,008 14,880

資産合計 102,903 108,240

[負債の部]

流動負債 45,871 49,224

固定負債 23,483 22,699

負債合計 69,354 71,923

[純資産の部]

株主資本 35,218 33,463

　資本金 1,744 1,744

　資本剰余金 5,337 5,337

　利益剰余金 28,985 27,231

　自己株式 △848 △849

その他の包括利益累計額 △1,669 2,852

　その他有価証券評価差額金 2,321 2,267

　土地再評価差額金 △3,729 831

　為替換算調整勘定 52 50

　退職給付に係る調整累計額 △314 △297

純資産合計 33,548 36,316

負債純資産合計 102,903 108,240

（単位：百万円）

科　　目
前 第 ２ 四 半 期
連 結 累 計 期 間

当 第 ２ 四 半 期
連 結 累 計 期 間

平成26年4月 1 日から 平成27年4月 1 日から
平成26年9月30日まで 平成27年9月30日まで

売上高 59,970 66,735

　売上原価 34,792 40,136

売上総利益 25,178 26,598

　販売費及び一般管理費 22,962 24,791

営業利益 2,215 1,807

　営業外収益 322 606

　営業外費用 312 318

経常利益 2,224 2,094

　特別利益 69 936

　特別損失 200 652

税金等調整前四半期純利益 2,094 2,379

　法人税、住民税及び事業税 790 110

　法人税等調整額 △16 748

四半期純利益 1,320 1,519

親会社株式に帰属する四半期純利益 1,320 1,519

四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表（ 要 約） 四 半 期 連 結 損 益 計 算 書（ 要 約）

四 半 期 連 結キャッシュ・フロー 計算 書（ 要 約）
（単位：百万円）

科　　目
前 第 ２ 四 半 期
連 結 累 計 期 間

当 第 ２ 四 半 期
連 結 累 計 期 間

平成26年4月 1 日から 平成27年4月 1 日から
平成26年9月30日まで 平成27年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 157 37

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,145 △804

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,621 3,352

現金及び現金同等物に係る換算差額 31 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 664 2,585

現金及び現金同等物の期首残高 18,341 16,779

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,006 19,364



5

会社情報（平成27年９月30日現在）

発行可能株式総数

発行済株式の総数

単 元 株 式 数

株 主 数

大 株 主

●
●
●
●
●
●

商 号

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日

資 本 金

従 業 員 数

主要な事業内容

ヱスビー食品株式会社

東京都中央区日本橋兜町18番6号

昭和15年4月5日（創業大正12年）

1,744百万円

1,234名

スパイス＆ハーブ（カレー粉、コショー、

洋風スパイスなど）、即席（ゴールデン

カレー、ディナーカレー、とろけるカレー、

とろけるシチューなど）、香 辛調味 料

（本生 本わさび、おろし生しょうが、ねり

からしなど）、インスタント食品その他

（おでんの素、レトルトカレー、パスタソー

ス、無菌包装米飯など）の製造販売

●
●
●
●
●

株 式の状 況

代表取締役会長 山　 崎　 明　 裕

代表取締役社長 山　 崎　 雅　 也

代 表 取 締 役 荻　 原　 敏　 明
取 締 役 副 社 長
首 席 執 行 役 員 佐　 藤　 哲　 也

常 務 取 締 役 小　 形　 博　 行

常 務 取 締 役 丹　 野　 好　 生
取 締 役
常 務 執 行 役 員 島　 田　 和　 典

取 締 役 谷　 脇　 一　 知
取 締 役
常 務 執 行 役 員 中 西　　 友

社 外 取 締 役 谷　　　　　 修

監 査 役（ 常 勤 ）

監 査 役（ 常 勤 ）

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

榊 原　　 光

寺　 尾　隆一郎

葛　 山　 康　 典

松 家　　 元

鵜　 高　 利　 行

大 矢　　 肇

池　 村　 和　 也

小　 林　 千　 尋

田　 口　 裕　 司

滝　 口　 義　 明

鈴　 木　 英　 司

小　 島　 和　 彦

石　 井　 修　 二

主な事 業 所
17,600,000株

6,977,117株

100株

6,917名

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

本 社 東 京 都 長 野 ＢＵ 長 野 県

八丁堀ハーブテラス 東 京 都 静 岡 ＢＵ 静 岡 県

板橋スパイスセンター 東 京 都 中 部 ＢＵ 愛 知 県

北 海 道 ＢＵ 北 海 道 北 陸 ＢＵ 石 川 県

北 東 北 ＢＵ 岩 手 県 関 西 ＢＵ 大 阪 府

南 東 北 ＢＵ 宮 城 県 四 国 ＢＵ 香 川 県

首 都 圏 北 部 ＢＵ 埼 玉 県 中 国 ＢＵ 広 島 県

首 都 圏 東 部 ＢＵ 千 葉 県 九 州 ＢＵ 福 岡 県

首 都 圏 中 央 ＢＵ 東 京 都 沖 縄 ＢＵ 沖 縄 県

首 都 圏 西 部 ＢＵ 東 京 都 上 田 工 場 長 野 県

首都圏神奈川 ＢＵ 神奈川県 東 松 山 工 場 埼 玉 県

新 潟 ＢＵ 新 潟 県 宮 城 工 場 宮 城 県
（注）上記表中「BU」はビジネスユニットを省略記載したものです。

会 社 概 要 役 員

主な営 業 所

株 式の状 況

株 主 名 持 株 数 出資比率

峯 栄 興 業 株 式 会 社 609 千株 8.73 ％
山 崎 兄 弟 会 600 8.60
株式会社三菱東京UFJ銀行 334 4.79
農 林 中 央 金 庫 334 4.79
株 式 会 社 東 京 都 民 銀 行 244 3.50
セコム損害保険株式会社 176 2.53
大 日 本 印 刷 株 式 会 社 172 2.47
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 162 2.34
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 124 1.78
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 122 1.75

（注）自己株式 204 千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いており
　　  ます。
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トピックス

レシピのご紹介

簡単！サンラータン風スープ

【１】豆腐は１ｃｍ幅に切り、長ねぎは粗めのみじん切りにします。

【２】フライパンにサラダ油を熱し、ほぐした卵を流し入れ、大きめの煎り卵を作ります。

【３】【２】にお湯と鶏がらスープの素、おろししょうが、豆腐を加えます。

   　アクを取り 、醤油、酢を加えて混ぜ、長ねぎを加えます。カップに注ぎ、仕上げにラー油をたらします。

材料（2人分）

作 り 方

ラー油の量はお好みで加減してください。

ワンポイント

豆腐
長ねぎ
卵
Ｓ＆Ｂ本生生しょうが
李錦記鶏がらスープの素

1/4丁（70～80g）
3cm
1個
小さじ1/2
小さじ2

水（またはお湯）
醤油
酢
Ｓ＆Ｂラー油
サラダ油

400ml
大さじ1
大さじ1
適量
小さじ1

111kcal　1食分当り

お酢とラー油の風味がきりっとおいしい簡単スープ

調理時間 5分

　家庭用のラー油市場において、シェア No.1（※）のご支持をいただいております「ラー油」シリーズが、お客様から寄せ
られるさまざまな声を受け、本体キャップを大幅改良、使いやすさを追求しリニューアルしました。
　やわらかく押しやすい「ラク押しボタン」を新開発し、また「上向きノズル」の採用により、液だれが起きにくくなるなど、
これまでよりもストレスなくお使いいただけるようになっています。
　この度、これらの改良による使いやすさが高く評価され、公益社団法人日本包装技術協会主催の2015日本パッケージ
ングコンテストで最優秀作品に贈られるジャパンスター賞
の消費者団体推薦賞を受賞しました。
　このコンテストは、時代と社会の要請に対応し、生活文
化に対して優れたパッケージおよびその技術開発と普及を
目的として毎年開催される大変権威のあるものです。
　今後も引き続き皆様に愛される商品を提供できるよう
お客様の声を真摯に受け止め、さまざまな視点から継続的
な提案を行い、市場の活性化を図ってまいります。

※インテージＳＲＩ 香辛料市場 ラー油カテゴリー　2011年4月〜 2015年3月 累計販売金額

お客さまの声を受けて「ラー油」シリーズをリニューアルお客さまの声を受けて「ラー油」シリーズをリニューアル



この報告書は、森林資源を守る為に計画的な植林によって
育てられた樹木を原料としたパルプを使用しています。植林木

株主メモ

各種お手続き
について

毎年4月1日から翌年3月31日まで
6月
定時株主総会・期末配当金　3月31日　　中間配当金　9月30日

日本証券代行株式会社

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社 本店
〒168-8620　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
日本証券代行株式会社 代理人部

0120−707−843
 http://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html
日本証券代行株式会社の支店および三井住友信託銀行株式会社の
本支店（「コンサルティングオフィス」「コンサルプラザ」を除く）
電子公告により行います。（URL: http://www.sbfoods.co.jp/）
なお、やむを得ない事由によって電子公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載します。
有

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
株 主 確 定 基 準 日
株 主 名 簿 管 理 人および
特別口座の口座管理機関
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

（ 郵 便 物 送 付 先 ）

（ 電 話 照 会 先 ）
（ホームページアドレス）
同 取 次 窓 口

公 告 方 法

株 主 優 待 制 度

○ 住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取方法・振込先の指定等
  株主様の口座のある証券会社にお問い合わせください。なお、特別口座に株式を所有され
ている株主様は、特別口座の口座管理機関である日本証券代行株式会社にお問い合わせ
ください。

○ 未払配当金の受取
証券会社の口座の有無にかかわらず、株主名簿管理人である日本証券代行株式会社にお
問い合わせください。

表紙のスパイスとハーブ
　上段左から：バジル、カルダモン、ローズマリー、ブラックペッパー、イタリアンパセリ、サフラン
　下段左から：唐辛子、セージ、クローブ、しそ、シナモン、スペアミント


